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Ref.  No. 2410-05

ガラスリボン

ઌ֦大 SE. ը૾

ガラス材質 A D
熱膨張数 ʷ 10�7�, 66 3�
軟化点 ˆ 740 940
༠電 1.)[,25ˆ 6�5 5�3
屈ં （nE） 1�51 1�52
Ϡング GPa 77 73

ްさ 4ЖN ʙ 50ЖN

　ްさެ差
ްさ 0�010NN 以্で、ʶ 0�002NN
ްさ 0�010NN ະຬで、ʶ 0�001NN

෯ 0�5NN ʙ 30NN

　෯ެ差
෯10NN 以্で、ʶ 0�5NN
෯10NN ະຬで、ʶ 0�1NN

対応Մ能アスϖクトൺ 	 ෯ � ްさ 
 2500 以下
長さ 100N 以下

特性

寸法

ごཁに߹わせて対応します。ご相ஊください。

サンプルラインアップ

ガ
ラ
ス
基
板 ʪガラスϦϘϯʫඇৗʹ薄͍ͨΊɺथࢷフィルϜのΑ͏ʹͨ͛ۂΓɺ͍ר

ͨΓ͢Δ͜ͱ͕Մ能Ͱ͢ɻガラスද໘ແݚຏʹ͔͔ΘΒͣɺඇৗʹ
ฏͰ͢ɻ͜ のʪガラスϦϘϯʫのಛɺ྆ ଆ໘の෦（྆）͕ ӈԼࣸਅ
のΑ͏ʹؙΈΛଳͼ͍ͯΔͨΊɺ͛ۂͶ͡Γʹ͍͜ڧͱͰ͢ɻ

特長
● ඇৗʹ薄͍　● ༏ΕͨフレΩγϏϦςィ　● Խֶత耐ੑٱ
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ガ
ラ
ス
基
板使用例

マイクロ流体チップ

ಠཱ行法人理化学ڀݚॴが開ൃしたʮガラス製マイクロ流体チップʯ
にガラスリϘンがバルブとして࠾用されています。4ʙ6ЖN というۃ
薄で、܁りฦしのંり曲͛に耐えられる΄ど、ॊ軟性に༏れたガラスリ
Ϙンが、これまでになかͬたマイクロチップの実現にد༩しました。

導光板

フΥトンテックイϊϕーションズ株式会社が開ൃした光シートݦඍڸ
光ݯ	)anEZSPI.
 のಋ光板としてガラスリϘンが࠾用されています。
ガラスリϘンの高精度なްΈがۉ一なシート光を作り出し、高ղ૾度
な検体؍にݙߩしています。

ϚイΫϩνοプਤղ

ಋ光板ありಋ光板なし

ガラスリϘンをՄࢹ光ٵऩガラスで
αンドイッチした構造

バルϒのۦಈݪཧ

特許権者 ： 理化学研究所　特許 ： 日本特許第6172711号、米国特許第9073054号
Reference : “Electric actuating valves incorporated into an all glass-based microchip exploiting the flexibility of ultra-thin glass”　
  Yo Tanaka RSC Advances, 3(26), 10213-10220 (2013)
画像提供 ： 理化学研究所 

模式図

ガラスリボン

拡散・反射光は
可視光吸収ガラスで除去

可視光吸収ガラス

ガラスリボン導光板

厚み方向に
連続撮像可

透明化試薬

一なシート光ۉ

ʹ

20μm
	 ガラスリϘンް 


光ݯ

マウス小腸の撮像例

導光板の構造

Մࢹ光ٵऩガラス

ガラスリϘン

蛍光ඍཻ子༹液

蛍光ݦඍڸ

หࣨ

ガラスリϘン

ピエκૉ子
シリίンΰム
ブロック

্板ガラス

下板ガラス
チャンバー

マイクロ流࿏

ガラスリϘン


